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本
予
算
案
は
、
近
藤
区
政
２
期
目
に
お
け
る
最

初
の
予
算
編
成
で
あ
る
。
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
も
、
区
制
80
周
年
の
節
目
の
年
に
、
時
代
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
将
来
も
持
続
可
能
な
自

治
体
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
第
２
次
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
戦
略
に
基
づ
き
推
進
し
て
き
た「
子
ど
も
」

「
く
ら
し
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
経
営
改
革
」
の
４
つ

の
柱
を
さ
ら
に
発
展
・
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
、
健
康
で
安
心
感
の
あ
る

暮
ら
し
づ
く
り
、
区
民
が
愛
し
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

国
も
東
京
都
も
急
激
な
税
収
減
に
直
面
す
る
等
、

区
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増

す
中
、「
事
業
の
選
択
と
集
中
」
を
行
い
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
予
算
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
２
年
連

続
で

200
億
円
を
超
え
る
基
金
取
り
崩
し
の
対
応
等
、

区
政
運
営
は
さ
ら
に
厳
し
さ
が
増
し
て
く
る
も
の

平
成
24
年
度
予
算
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し

つ
つ
、
将
来
も
持
続
可
能
な
自
治
体
で
あ
り
続
け

る
た
め
の
財
政
運
営
に
配
慮
し
、
一
般
会
計
の
総

額
は
２
千

436
億
円
で
前
年
度
よ
り

102
億
円
、
４
％

の
減
額
と
な
っ
た
。

依
然
と
し
て
民
生
費
が
歳
出
の
48
％
と
半
分

近
く
を
占
め
、
歳
入
の
４
割
近
く
を
都
区
財
調
交

付
金
に
頼
る
当
区
は
、
引
き
続
き
、
事
務
事
業
の

効
率
化
や
費
用
対
効
果
の
少
な
い
事
業
の
見
直
し
、

税
外
収
入
を
含
む
自
主
財
源
の
安
定
確
保
の
た
め

の
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
も
ム
ダ
を

な
く
し
、
地
域
力
を
強
化
し
な
が
ら
災
害
へ
の
備

え
や
、
長
寿
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
区
民
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
身
の
丈
に
合
っ

た
行
財
政
運
営
の
計
画
的
な
推
進
が
重
要
で
あ
る
。

子
ど
も
施
策
で
は
、
待
機
児
解
消
に
向
け
た
保

育
施
設
の
さ
ら
な
る
整
備
、
図
書
館
を
学
び
の
場

と
想
定
さ
れ
る
。
今
後
は
、
事
務
事
業
の
徹
底
的

な
見
直
し
や
受
益
者
負
担
の
適
正
化
、
職
員
に
対

す
る
危
機
意
識
・
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
に
本
気
に

な
っ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
委
員
会
の
質
疑
の
中
で
、
災
害
対
策

や
放
射
能
対
策
等
の
安
心
・
安
全
対
策
の
充
実
、
区

制
80
周
年
事
業
の
推
進
等
、
福
祉
分
野
で
は
、
生
活

保
護
受
給
者
の
自
立
支
援
と
適
正
化
や
、
待
機
児
童

対
策
の
拡
充
等
、
ま
ち
づ
く
り
分
野
で
は
、
東
京
電

機
大
学
の
開
学
を
踏
ま
え
た
北
千
住
駅
東
口
周
辺
や

西
新
井
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
、
都
市
計
画
道
路

の
早
期
整
備
等
、
我
が
党
委
員
か
ら
様
々
な
指
摘
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
教
育
関
係
で
は
、
新
学
習
指
導

要
領
に
沿
っ
た
教
科
書
採
択
や
育
英
資
金
の
成
績
要

件
の
緩
和
等
、
多
く
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
業
の
推
進
の
た
め
に
も
、
一
層
の
歳

入
確
保
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
、
我
が
党
委
員
の
指
摘
事
項
及
び
提
案
等

を
尊
重
し
、
そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

と
と
も
に
、
予
算
執
行
に
お
い
て
も
、
議
会
と
の
信

頼
関
係
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。

と
し
て
開
放
等
。
く
ら
し
施
策
で
は
、
高
齢
者
見

守
り
支
援
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
、
介
護
予
防
の

拡
充
等
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
地
域
の
縁
を
つ

な
ぐ
各
種
事
業
の
充
実
を
期
待
し
、
地
域
の
ち
か

ら
推
進
部
が
原
動
力
と
な
っ
て
強
力
に
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
ち
づ
く
り
施
策
で
は
、
竹

ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化
の
推
進
、
老
朽
家
屋
対

策
の
積
極
的
な
取
り
組
み
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

な
お
、
ヒ
ブ
・
子
宮
頸
が
ん
・
高
齢
者
肺
炎
球

菌
等
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
は
、
わ
が

党
の
要
望
に
叶
っ
た
も
の
で
あ
り
、
評
価
す
る
。

本
年
は
区
制
80
周
年
、
東
京
電
機
大
学
の
開
学

等
の
飛
躍
の
年
で
、
こ
れ
を
好
機
と
と
ら
え
、
今

後
の
区
政
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
後
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
維
持
し
、
財
務
４
表
の
活
用
等
で
行
政
コ
ス

ト
の
見
え
る
化
を
図
り
、
将
来
に
向
け
責
任
あ
る

財
政
運
営
の
取
り
組
み
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
、
わ
が
党
が
細
部
に
わ
た
り
指
摘
し
た

提
案
等
を
、
新
年
度
予
算
の
執
行
や
今
後
の
区
政

運
営
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
要
望
す
る
。

ほっち易隆
委　員

はたの昭彦
委　員

鈴木あきら
委　員

浅古みつひさ
委　員

岡安たかし
委　員

予 算 特 別
委 員 会 の
討論（要旨）

会派名

区分

足立区議会 
自由民主党

足立区議会 
公　明　党

日本共産党 
足立区議団

足立区議会 
民　主　党

足立区議会 
みんなの党

原案 修正案 原案 修正案 原案 修正案 原案 修正案 原案 修正案
一 般 会 計 賛成 反対 賛成 反対 反対 賛成 賛成 反対 賛成 反対
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 賛成 ― 賛成 ― 反対 ― 賛成 ― 賛成 ―

賛成 反対 賛成 反対 反対 賛成 賛成 反対 賛成 反対介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 賛成 ― ―― 賛成 反対 賛成 ― 賛成 ―

区
は
財
政
危
機
を
こ
と
さ
ら
煽
っ
て
い
る
が
、

856
億
円
も
の
基
金
額
は
23
区
第
２
位
で
あ
り
、
区

民
を
支
え
る
余
力
は
十
分
に
あ
る
。

わ
が
党
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
財
政
と
予
算

の
分
析
の
上
に
予
算
修
正
案
を
提
出
し
た
。
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
拡
充
で
地
域
循
環
型
経
済
へ

の
転
換
を
図
り
、
子
育
て
応
援
や
介
護
の
負
担
・

不
安
を
軽
減
さ
せ
る
施
策
を
充
実
さ
せ
る
。
生
業

資
金
や
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

生
き
が
い
奨
励
金
、
学
校
開
放
無
料
化
等
の
復
活

で
、
く
ら
し
を
応
援
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
負
担

増
・
値
上
げ
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

多
く
、
我
々
と
は
考
え
が
異
な
る
の
で
反
対
す
る
。

最
後
に
、
本
委
員
会
で
指
摘
し
た
、
成
績
下
位

生
徒
へ
の
対
策
の
充
実
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
強
化
、

中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
の
継
続
、
子
ど
も
議
会

開
催
、
中
川
土
づ
く
り
の
里
の
早
期
撤
退
等
に
つ

い
て
強
く
要
望
し
、
ま
た
、
区
職
員
に
は
、
足
立

へ
の
愛
着
心
、
足
立
の
良
さ
の
情
報
収
集
と
Ｐ
Ｒ

方
法
、
発
想
力
や
コ
ス
ト
意
識
等
の
向
上
に
努
力

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
区
の
姿
勢
の
後
退
に
つ
い
て
は
、
実
態

や
施
策
そ
の
も
の
が
後
退
し
な
い
よ
う
、
今
ま
で

以
上
に
私
た
ち
は
厳
し
く
目
を
光
ら
せ
て
い
く
。

以
上
、
私
た
ち
の
提
案
、
要
望
を
十
分
に
考
慮

し
な
が
ら
予
算
を
執
行
す
る
よ
う
求
め
る
。

は
、
さ
ら
に
予
防
に
力
を
入
れ
、
対
象
者
数
を
抑

制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
根
本
的
な

考
え
方
に
よ
り
一
層
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
方
分
権
一
括
法
に
基
づ
き
、
多
く
の
権
限
と

責
任
が
区
に
課
せ
ら
れ
た
。
15
年
も
前
に
行
っ
た

50
名
程
度
の
需
要
調
査
の
記
憶
を
根
拠
に
、
自
治

体
の
責
任
を
回
避
す
る
よ
う
な
条
例
案
を
提
出
す

る
よ
う
で
は
、
将
来
は
お
ろ
か
現
在
を
見
据
え
た

引
継
ぎ
と
は
言
え
な
い
。
責
任
権
者
で
あ
る
自
覚

を
強
く
持
ち
、
改
め
て
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
あ

る
べ
き
姿
を
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
、
本
委
員
会
で
の
我
が
党
か
ら
の
提
案

は
、
今
後
の
区
が
行
う
政
策
会
議
等
に
て
、
取
捨

選
択
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
求
め
る
。

放
の
有
料
化
、
生
業
資
金
の
廃
止
等
、
区
民
施

策
の
切
り
捨
て
と
負
担
増
を
進
め
重
大
で
あ
る
。

地
域
の
力
、
絆
と
言
う
が
、
男
女
共
同
参
画
組

織
の
縮
小
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

区
民
か
ら
株
式
会
社
に
変
更
す
る
等
、
絆
を
断
ち

切
る
や
り
方
に
怒
り
が
広
が
っ
て
い
る
。

千
寿
第
五
小
学
校
の
統
廃
合
は
保
護
者
だ
け
で

な
く
地
域
全
体
も
反
対
し
、
署
名
は
１
万
１
千

756

名
に
達
し
、
地
域
の
防
災
拠
点
を
な
く
し
、
絆
も

壊
す
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
。

「
足
立
は
ば
た
き
塾
」
は
学
力
優
秀
な
中
学
３

年
生

100
人
を
選
抜
し
、
一
人
38
万
円
を
か
け
超
進

学
校
に
進
学
さ
せ
る
も
の
で
、
教
育
の
機
会
均
等

の
原
則
か
ら
見
て
も
重
大
な
問
題
が
あ
る
。

て
大
胆
に
改
革
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま

ず
は
改
革
の
第
一
段
階
と
し
て
捉
え
、
状
況
を
見

な
が
ら
補
正
も
含
め
て
、
さ
ら
に
大
胆
な
改
革
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
審
議
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

区
職
員
は
民
間
に
比
べ
て
、
発
想
力
・
コ
ス
ト
意

識
・
ス
ピ
ー
ド
感
に
不
満
が
残
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
従
来
の
役
所
と
い
う
考
え
方
を
大
き
く

変
え
て
強
く
挑
戦
す
る
と
同
時
に
、
優
先
順
位
を

し
っ
か
り
と
考
え
た
上
で
、
時
代
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
を
求
め
る
。

な
お
、
共
産
党
提
出
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
、

財
源
が
あ
れ
ば
評
価
で
き
る
事
業
も
一
部
に
あ
る

が
、
全
体
的
に
バ
ラ
マ
キ
と
捉
え
ら
れ
る
施
策
が

き
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
。

本
委
員
会
で
我
が
党
が
提
案
し
た
、
北
海
道
美

唄
市
の
高
齢
者
の
医
療
費
削
減
に
関
す
る
も
の
は
、

企
業
、
自
治
体
等
か
ら
大
き
な
関
心
を
集
め
、
当

区
も
早
急
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
教
育
の
新
規
施
策
で
あ
る
足
立
は
ば
た

き
塾
は
、
家
庭
の
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え
、
向
上

心
の
高
い
子
ど
も
に
対
し
、
将
来
の
さ
ら
な
る
学

力
成
長
の
機
会
を
広
げ
る
も
の
で
あ
り
、
当
区
か

ら
将
来
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
い
こ
う
と

す
る
意
思
が
込
め
ら
れ
た
施
策
と
期
待
す
る
。

さ
ら
に
、
介
護
福
祉
施
策
の
安
定
的
遂
行
に
は
、

介
護
保
険
料
改
定
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
増
え

続
け
る
介
護
、
医
療
予
算
に
歯
止
め
を
か
け
る
に

今
予
算
は
、
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
た
新
し
い

区
政
の
第
一
歩
と
な
る
べ
き
も
の
の
、
そ
の
姿
勢

に
乏
し
い
う
え
に
逆
行
し
、
賛
成
で
き
な
い
。

区
は
、
原
発
ゼ
ロ
ど
こ
ろ
か
実
質
再
稼
働
を
す

べ
き
と
言
う
に
等
し
い
立
場
を
表
明
し
た
。
ま
た
、

重
点
施
策
の
予
算
の
内
18
％
が
防
災
対
策
と
言
い

な
が
ら
、
道
路
整
備
等
、
既
存
の
事
業
を
膨
ら
ま

せ
た
に
す
ぎ
ず
、
新
規
事
業
は
一
つ
も
な
い
。

「
明
日
の
た
め
に　

時
代
の
変
化
に
挑
む
！
」と

言
う
が
、
生
き
が
い
奨
励
金
の
削
減
、
学
校
開

平
成
24
年
度
予
算
は
、
景
気
悪
化
に
伴
う
区
税

収
入
の
減
少
や
扶
助
費
の
増
加
等
、
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
く
て
も
、
子
ど
も
・
く
ら
し
・
ま
ち
づ

く
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
編
成
し
た
努
力
は
、

強
く
伝
わ
り
、
一
定
の
評
価
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
予
算
を
『
明
日
の
た
め
に　

時
代
の
変
化
に
挑
む
！
』
と
し
た
割
に
は
、
大
胆

さ
に
欠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
人
口

構
造
の
変
化
や
社
会
保
障
費
の
急
激
な
増
加
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

平
成
24
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
に
て
4.0
％
、

102
億
円
も
の
減
額
と
な
っ
た
が
、
こ
の
緊
縮
予
算

を
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え
ず
、
さ
ら
な
る
事
務
事
業
の

見
直
し
や
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
再
構
築
等
、
今

こ
そ
行
政
マ
ン
の
真
価
を
発
揮
す
る
時
で
も
あ
る
。

行
革
先
進
自
治
体
で
あ
る
足
立
区
の
こ
の
厳
し

さ
を
考
え
る
と
、
経
済
不
況
の
み
な
ら
ず
、
現
行

制
度
で
の
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
限
界
が
現
れ
た

と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
財
調
基
金

等
の
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
今
予
算
を
組
ん
で
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